
渡島まちづくり実行委員会 

「第 7 回 NPO まつり」参加報告 

 

参加者：滝田（三越伊勢丹グループ労働組合） 

 

市民活動団体が日頃の活動を紹介するまつりも、数えること 7 回目とのこと。 

市民パワーパビリオン、市民パワーライブ、市民パワー体験会、屋台広場、市民活動パネ

ル展など盛りだくさんの内容でした。 

 

「福祉」「まちづくり」「文化・芸術」「環境」「子供の育成」その他たくさんのジャンルで

74 の団体がそれぞれ個性豊かなブースを出しておりました。 

 

特に興味を引いたジャンルは「子育て支援」「障がい者支援」「環境保護」「地域活性化」で

活動している団体があり、今後それぞれアプローチしていきたい団体だと感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



また、当まつりに出展している中で、一番興味があったのは以下の団体です。 

 

ボランティア団体「愛ちゃんぷる～」 

 

この団体は、以前丸井今井のテナントで働いていた方（通称：イナリン）が、震災の地で

出会った者同士設立した団体です。 

 

下の写真は「希望の缶詰」大作戦の缶詰めです。 

 

 

 

 

 

 

 

↑津波の爪あとがわかります（写真右）。泥だらけだった缶詰めをここまできれいに再生しました 

 

「希望の缶詰」大作戦とは、津波で流されてしまった缶詰（生産者が心をこめて作った缶

詰）を拾い集め、ひとつひとつ丁寧に汚れを洗い流し販売を再開するというものです。 

この缶詰、中身の魚は何かわかりません。津波で流されラベルも見えない状態からの再生

なので当然です。 

しかし、この缶詰めの中身は現地の人たちの誇りと海の幸が詰まっており、消費者の活力

になるのは間違いありませんね。 

心をこめて作られた缶詰が、善意ある人により復元され、必要とされる人に渡る・・・。

イナリンが現地から函館へ持ってきた 2,700 個の缶詰は、すでに完売に近いとのことです。

函館でも認知されてきているのですね。 

 

↓缶詰めにはこちらのラベルが貼られています。 

 

 

 

 

 

 

 



イナリンはそれ以外にも、北斗市で取れた新鮮な野菜を現地で販売しており、これは現地

でも定着しているようです。 

 

以下、イナリンの活動を掲載します。実は彼、ミュージシャンの肩書きも持っているので

す。音楽の方面でも被災地の方を勇気づけておられるのですね。 

 

今後も頑張って下さい。そして力になれることがあれば何なりと言って下さいね。 

 

 

 


